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IAML2012年予算案

前年度繰越：

現金

郵便局

 (内　会員会議参加補助基金） ¥423,000

銀行

収入：

未収会費

  2011年以前

　　　個人

　　　団体

会費2012年

　　　個人

　　　団体

　　　利息

会費2013年

　　　個人 個人58（内名誉会員１）

　　　団体 団体17

雑収入

会員会議参加補助基金

（収入小計）

収入総額

支出：

本部宛会費送金

予備費

経常経費：

RILM分担金

RILM Fontes編集委託費

大会代表派遣費2011

大会代表派遣費2012

関連団体会議参加費

ニューズ・レター ￥12,000×年3回

会議費、例会費

交通費

通信費

消耗品費

雑費

アルバイト代

HP運営費

 (経常経費小計)

会員会議参加補助基金

特別事業費 30周年記念事業（アンケート、面接調査）

支出総額

次年度繰越

（内本部宛会費送金＋経常経費）

(内 会員会議参加補助基金)

　（小　計）

　　（小　計）

備考2012年度予算 ２011年度決算費　　　　　　　　　目 差額

【資料 4】
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2012 年 12 月 25 日

      　　　事務局だより

平成 24 年度文化庁委託業務「『日本の音楽資料』
データベース化のための調査研究」の実施
　標記の調査は 2009 年度、2011 年度に続
き、12 年度も実施され、これまでの調査デ
ータの精査と調査機関の拡大、収録書誌の充
実を図っている。IAML 日本支部からの選出
委員は岸本宏子、林淑姫、寺本まり子の各氏。
委員長は久保田慶一氏。長谷川由美子氏も委
員（MLAJ 選出）のひとり。

2012 年度 IAML 日本支部総会および例会　
　6 月 3 日 ( 日 ） に 行 わ れ た 2012 年 度
IAML 日本支部総会と例会が無事終了した。
例会で講演をいただいた IAML 本部の事務局
長ピア・シェクターさんは総会にも出席され
た。今年の総会は時間の余裕があったために、
会員からの活発な提案があり、充実していた。
例会終了後、シェクターさんをゲストにお招
きして、上野の居酒屋で懇親会を開いた。シ
ェクターさんは、スウェーデンの酒席で歌わ
れる民謡などを美しい声で披露され、そのお
人柄を映して、懇親会は終始和やかな雰囲気
につつまれていた。                                                                        

シェクターさんの国立音楽大学図書館訪問　　　
　ピア・シェクターさんは 6 月 4 日（月）に
国立音楽大学附属図書館を訪問された。荒川
恒子副支部長が同行し、ホテルから国立音大
には藤堂雍子氏が付き添われた。当日は国立
音大図書館の OPAC の説明や貴重書の閲覧に
加えて、昨年新設された新一号館にも足を運
ばれた。明治期に日本に入ってきたスウェー
デンの民謡をご紹介したところ、大変喜ばれ
て、ここでも歌を披露された。帰国後すぐに
お礼のメールが届いた。日本訪問記は IAML

本部のウェブサイトで公開されている。
http://www.iaml.info/files/news/2012_sg_

japan_visit.pdf

2012 年 IAML モントリオール大会
　2012 年 7 月 22 日－ 27 日、カナダ・モ
ントリオールで開催された IAML 国際大会
において、久保田慶一氏が「日本の音楽資料」
のデータベース化のための調査研究につい
ての報告を行った。論題は "The activity of 
the Research Committee of Musical Sources 
in Japan in the years 2009 and 2011” .　（詳
細は次号掲載）

国立国会図書館「音楽資料・情報担当者セミナ
ー（平成 24 年度）」開講
　国会図書館「音楽資料・情報担当者セミ
ナー」が、本年も 9 月 6 日（木）、7 日（金）
の両日にわたり開催された。プログラムは、
9 月 6 日　さまざまな楽譜の世界―戦前　
　　　　　期の国内刊行楽譜　　　　　
9 月 7 日　音楽のレファレンス・サービ　
　　　　スの現状と今後の展開　　　　
IAML 会員の林淑姫、長谷川由美子、山晴通、
稲葉良太、民音音楽資料館・上妻重之氏が
講師として参加した。当日のセミナーの様
子やテキストは国会図書館のホームページ
に掲載されている。　
http://www.ndl.go.jp/jp/library/training/

material/1196370_1486.html

第 53 回研究例会開催　　　　　　　　　　　
　第 53 回研究例会は、10 月 20 日 ( 土 ) 東
京音楽大学で開催された。テーマは「楽譜
原典版をめぐって」。講師に、ベーレンライ
ター社で長く「原典版」の編集に携わって
こられたダグラス・ウッドフル = ハリス氏
と、メンデルスゾーン原典版「ヴァイオリン・
ソナタ集」（2009）の校訂に携わられた星
野宏美氏（立教大学）をお迎えした。 　　   
　ウッドフル = ハリス氏の講演は東京での
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最後の催しとなったが、当日は東京音楽大学
の学生達さん達も多く参加され、会場を盛り
上げていた。ほかとは異なり、星野宏美氏の
メンデルスゾーン原典版についての講演が加
わったことで、多様な視角が与えられ、例会
全体に幅が出たように思われる（詳細は 47
号に掲載）。なお、ベーレンライター社より当
日映写された DVD 一式を日本支部にいただい
た。ウッドフル = ハリス氏の講演全文はアカ
デミア・ミュージックのホームページに日本
語訳付で掲載されており、ベーレンライター
社のホームページおよび Y-Tube でも公開され
ている。　　　　　　　

RISM・J. ウォードさんが国立音楽大学を訪問　　

　10 月 29 日、RISM スタッフのジェニファ
ー・ウォードさんが国立音楽大学を訪問され
た。ウォードさんはアメリカで図書館学と音
楽学を学ばれて、アメリカの音楽大学図書館
勤務後、フランクフルトの RISM に勤務され
ている。大学では現代アメリカ音楽を研究さ
れたが、RISM では古い資料を扱うため、ドイ
ツ語と英語の二か国語を自由に操ることに加
え、音楽図書館員として必須の資料知識を自
然に手になさっているとお見受けした。　　
現在 RISM では、1800 年以前の印刷楽譜の目
録作業を停止しているが、1､2 年後には新た
なプロジェクトが再発足する。所蔵館がそれ
ぞれ自身で入力できるようなプログラムを整
えているという。IAML 日本支部としても何ら
かの対応が必要になるだろう。

　訪問当日は非常に天気がよく、富士山が見
えたが、これをことのほか喜ばれて、ご家族
が羨ましがったと、帰国後のメールに記されて
あった。

竹内道敬氏より国立音楽大学附属図書館に新たな
資料寄贈

　本年６月、国立音楽大学は竹内道敬氏より
新たな資料を受贈した。竹内氏がライフワー

==== 編集後記 ====

　第 45 号をお届け致します。刊行が大幅に

遅れましたことを深くお詫び致します。編集
部と致しましては、今後の遅れを取りもどす
べく鋭意努力中です。次号第 46 号「モント
リオール大会特集」は、2 月にお届け致しま
す。今後ともどうぞよろしくお願い致します。       
来る年が明るく、平穏無事でありますように。
どうぞよいお年を！　　　　　　　　　（林）

2012 年 12 月 25 日発行
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クとして長年収集された祭礼や、歌舞伎の
勧進帳、助六を主題とした錦絵、番付、検
閲の入った歌舞伎台本等である。今秋行な
われた東洋音楽学会全国大会でその一部を
披露した。12 月に再度錦絵が寄贈されたこ
とにより、寄贈点数は計 166 組 326 枚で、
清長、歌麿等名だたる絵師によるものが含
まれている。図書館では直ちにデジタル化
に着手し、目録整備の後、公開する予定で
ある。

IAML 本部メーリング・リストに登録を！
　IAML 本部のメーリング・リストに登録す
ることをおすすめします。IAML の活動の
最新ニュースを把握することができますし、
会員相互の国際的連帯により、音楽資料に
かかわるさまざまな情報交換、相談、質問
もできます。手続きは、本部ウェブサイト
から簡単にできます。
http://www.iaml.info/en/user/register


